
 

 

原発再稼働に関する検討の経緯 ※大飯原発３，４号機の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           

                 

３大臣(官房長官、経産大臣、特命大臣)によ

るストレステスト実施の方針表明(7/11) 

保安院長から事業者にストレステスト 

実施指示 (7/22) 

首相が新たなルールづくりを 

経済産業大臣、内閣府特命大臣に指示(7/6) 

事業者によるストレステスト（一次評価） 

実施結果の提出(10/28) 

ＩＡＥＡによるストレステスト 

実施・審査手法の評価  (1/31) 

原子力安全委員会による確認（3/23） 

経産大臣が地元を訪問 

安全性と必要性の説明（4/14） 

再稼働に対する政治レベルの最終判断 

（首相、官房長官、経産大臣、特命大臣） 

地元の理解 

保安院による「福島

第一原発事故の技術

的知見」（30 の対策） 

(3/28 とりまとめ) 

再稼働に関する政治レベルの判断（4/13） 

（首相、官房長官、経産大臣、特命大臣） 

首相・関係３閣僚による 

安全性の判断基準の決定（4/6） 

経産大臣が事業者に実施計画の作成指示（4/6） 

保安院によるストレステスト最終審査(2/13) 

事業者が実施計画提出（4/9） 

周辺自治体の理解 

 

電力需給を踏まえ

た再稼働の必要性 

 

保安院が妥当と判断(5/6) 

事業者から緊急安全対策 

実施に関する報告(4/27) 

経済産業大臣から事業者に 

緊急安全対策実施指示(3/30) 

福島第一原発事故発生(3/11) 

中間報告(12/26) 

政府事故調査・検証

委員会設置 (5/31) 

国会事故調査委

員会設置(12/8) 

最終報告 

 (夏頃) 

 

最終報告 

 (6 月頃) 
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